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上記のとおり相違ありません。

氏　名

　令和○年　○月　×日

藤沢　純一

備　考
　法第31条の３第２項の規定により同条第１項の宅地建物取引士とみなされる者にあつては、本様式の
作成を省略することができる。

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

職　歴

期　　　　　間 従　事　し　た　職　務　の　内　容

Ｈ１９年　４月　１日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

戸祭商会㈱勤務（営業）
Ｈ２５年　３月３１日

Ｈ２５年　４月　１日
㈱塙田不動産勤務

　　　　年　　月　　日

平成元年　４月２３日
藤沢　純一

専任の宅地建物取引士
栃木県知事

　第１１１１１号

Ｒ　４年　４月　１日
専任の宅地建物取引士に就任　現在に至る

　　　　年　　月　　日

１　株主は不要
２　代表者、役員が専任の宅建士として兼務している場合は、添付書類（３）のみ作成する。
３　「職名」の欄は、役職名、政令使用人、専任の宅地建物取引士、相談役又は顧問の別を記入する。
４　「登録番号」の欄は、宅地建物取引士である場合のみ、その登録番号を記入する。
５　「職歴」の欄は次により記入する。
　①　「期間」の欄は、就職・就任等の日から退職・退任の日まで記入する。
　②　「従事した職務内容」の欄は、最終学歴修了後現在に至るまでの就職先名、就任先名、勤務内容
　　（営業・経理等）及び役名（取締役・顧問等）を記入すること。
　③　他の法人等の役員又は従事者等を兼務する場合は、そのすべてを記入し、許可等を受けていれば
　　許可の種類、許可権者、許可番号も併せて記入する。常勤・非常勤の別を（　　）で表示する。
　④　現在まで当該職務に従事している場合は、「現在に至る」と記入する。
６　専任の宅地建物取引士が他の法人の役員を兼ねているときは、非常勤である旨をその法人が証明した書
類を添付する。

（Ａ４）

添　付　書　類　（８）

略歴書（専任の宅地建物取引士等）

住 所
下野市石橋１－３－○

（０２８５）８１－○○○○　　　　

(ﾌﾘ ｶﾞ ﾅ)
氏 名

ﾌｼﾞｻﾜ　ｼﾞｭﾝｲﾁ
生年月日


